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田名テラス自治会会則 

第１条（目的） 
この会は、会員相互の連帯を緊密にし、親睦をはかり、住生活の向上と、明るい

住環境を作ることを目的とします。 

 
第２条（名称、所在地） 
   この会は、田名テラス自治会（以下「自治会」という）といい、事務所を田名テ

ラス内に置きます。 

 
第３条（会員） 

１、この自治会は、田名テラス地区に居住する世帯を単位とする会員で構成され、入

居と同時に会員の資格を得、退去日をもって喪失するものとします。   
２、会員はみな平等の権利と義務を有します。 

 
第４条（事業） 

１、この自治会は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行います。 
 （１）住居ならびに衛生環境の整備に関すること。 
 （２）防犯・防災に関すること。 
 （３）生活に密着する情報の収集と提供に関すること。 
 （４）レクリエション活動を通じて、会員相互の親睦をはかること。 
 （５）福祉に関すること。 
（６）他地区の催・行事への参加等渉外に関すること。 

 （７）自主防災隊に関すること。 
 （８）その他 自治会の目的達成に必要なこと。 
２、第１項第７号の事業を行うため、田名テラス自主防災隊規程を別に定めます。 
３、第１項第５号の事業を行うため、田名テラス福祉委員会規程を別に定めます。 

 
第５条（会費） 
  １、会費は会の運営費用として、１ヶ月あたり金４００円を納付するものとし、納

入期日は４月および１０月に各６か月分を一括して納めるものとします。 
  ２、新たに入居し会員となった場合は、入居した月より納入単位月（４月または１

０月）までの会費を一括して納入することとします。 
  ３、会員の資格を喪失した場合の会費は返戻はいたしません。 

 
第６条（会議） 
  １、この自治会は、会の意思決定と業務運営のため次の会議をもちます。 
   （１）総会 
   （２）役員会 

（３）三役会 
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  ２、会議は過半数の出席（委任状を含む）で成立し、議決は原則として出席者の過

半数の同意により成立します。 

    ただし、会則の改定については出席者の３分の２以上の同意により成立しま

す。 

 

第７条（総会） 

  １、総会は自治会の最高議決機関であって、全会員で構成され会長が招集して次の

事項を議決します。 

   （１）事業報告と事業の基本方針 

   （２）会則の改正 

   （３）予算および決算 

   （４）役員の承認 

     ①役員の承認のうち、会長承認については、必要により書面による承認も認

めます。 

     ②書面による承認方法は、その都度役員会が決めます。 

（５）自主防災隊に関すること。 

（６）福祉委員会に関すること。  

  ２、定期総会は毎年１回、原則として４月に開催し、臨時総会は緊急な事態が発生

したとき、役員会が必要と認めたとき、または会員の４分の１以上の者から要請

があったとき開催します。 

  ３、総会の議事については、次の各号に掲げる議事録を作成することとします。 

   （１）総会開催日時および場所 

   （２）全会員数と出席者数 

   （３）議事の経過概要および結果 

  ４、議事録には、総会議長、出席者のうちから２名の署名捺印を必要とします。 

  ５、議事録は会長が保管し、会員からの閲覧に応じます。 

 

第８条（役員会） 

  １．役員会は総会で議決された事項を執行し、次の事項を討議し、決定する機関で

あって、第１０条により選出された役員および田名テラス担当民生委員・児童委

員で構成され、会長が招集して開催します。 

  （１）事業報告、事業方針の具体化  

  （２）総会に提出する議案の作成および決定 

  （３）その他 

  ２、役員の３分の２以上の者から要請があったときには臨時に役員会を開催しま

す。 

  ３、役員会に専門部を置きます。 

   専門部の名称担当その他必要な事項は、市および地区の要請を加味しながら別に 

定めます。 

  ４、事業遂行のため、役員会の責任において会員による実行委員会および委員会を
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設置することができます。 

 

５、田名テラス担当民生委員・児童委員は、福祉向上に関する事項に係るものとし

ます。 

第８条の２（三役会） 

１、三役会は、役員会に提案する事項の骨子について検討するため、会長が必要と

認めた場合に開催します。 

２、三役会は、会長、副会長、および会計で構成し、会長が招集します。 

 

第９条（役員） 

  １、この自治会に次の役員を置きます。 

     会長    （ １名） 

     副会長   （若干名）内訳 会長代行 

自主防災隊隊長代行 

福祉委員会委員長 

婦人部長 

     会計    （ １名） 

     部長    （若干名） 

２、役員は任期が終了しても、次の役員が就任するまではその職務を執行します 

３、副会長のうち、自主防災隊隊長代行および福祉委員会委員長については、担当 

業務に関する事項に係るものとします。 

 

第１０条（役員の選出） 

  １、役員は各棟ブロック毎に定められた順序により、輪番制で就任します。ただ

し、班の事情により輪番制と異なる場合もあります。 

  ２、前項の規定にかかわらず、会長が必要と認めた場合には、役員会の議決をへ

て、会員の中から役員を選出することができます。 

    なお、選出にあたっては、役員推薦委員会を設置することとします。役員推薦

委員会の構成等については別に定めます。 

  ３、会長は会員の中から立候補または推薦により選出します。 

  ４、副会長、会計および部長は、第１項および第２項の規定により就任した役員の

中から選出し、総会の承認を受けます。 

    なお、総会後の役員就任は、役員会の責任で行い、速やかな告知を行うものと

します。 

  ５、役員に欠員が生じたときは、役員会において討議のうえ必要と認めたときは補

充選出を行います。 

    ただし、補充の方法は役員会に一任し、補充後の総会承認は省略します。 

 

第１０条の２（役員の任期） 

  １、役員の任期は１年とします。ただし、再任を妨げません。 
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  ２、新たに補充選出された役員の任期は、前任者の残期間とします 

 

第１１条（会長、副会長） 

  １、会長は役員会の業務を統括するとともに、この自治会の代表として市または地

区の招集する各種の会議、委員会等に出席し目的達成につとめます。 

  ２、副会長は会長を補佐し、主に自治会内の業務を担当し、会長に事故あるときは

その職務を代行します。 

 

第１２条（会計） 

   会計は予算の執行、財産の管理、収入・支出その他会計に関する一切の業務を統

括します。 

 

第１３条（部長） 

  各部の部長は、会長と密接な連絡をとりつつ、委嘱された部門の業務遂行に努め

ます。  

 

第１４条（会計監査） 

  １、会計監査は、会計の監査および検査を行い、その結果を定期総会に報告しま

す。 

  ２、会計監査（１名）は、役員とは別に会員の中から選出し、任期を１年として総

会の承認を受けます。 

    ただし、会員の中から申し出がないときは、前年度自治会長が総会の承認を受

け就任します。 

    また、自治会長が再任された場合の会計監査は再任を妨げません。 

  ３、欠員が生じたときは補充選出を行い、任期は前任者の残期間とします。 

  ４、会計監査は役員会および三役会に出席し、意見を述べることができます。 

 

第１５条（財政） 

   この自治会の財政は会費のほか、寄付金、事業収益等により賄います。 

 

第１６条（会計年度） 

   この自治会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとします。 

 

第１７条（慶弔金） 

  １、会員の慶弔金については次のとおりとします 

  （１）就学児童祝金            ５，０００円 

  （２）成人祝金              ５，０００円 

  （３）会員および家族（同居者）の死亡   ５，０００円 

２、その他必要な場合は、その都度役員会で決定します。 
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第１８条（書類の保存） 

自治会が保管する書類の保存期間を次のように定めます。 

１、総会資料および総会議事録        永年 

２、覚書、規約、運営要綱、諸規程      永年 

３、役員会議事録             １０年 

４、会計出納簿、収入支出証拠書類      ５年 

５、役員会資料、会報およびそれに準ずるもの １年 

６、届け出書類               有効期間 

 

付則 

 １、この会則は昭和５１年４月１日から施行します。 

 ２、設立当初の役員の任期は、昭和５１年３月３１日までとします。 

 ３、この会則は昭和５１年１月２５日の臨時総会において決定しました。 

 ４、昭和５６年１２月６日の臨時総会で決定、補足し同日施行されました。 

 ５、昭和６１年３月３０日の定期総会で第１７条（慶弔金）を追加し、同日施行され

ました。 

 ６、平成２年３月２５日の定期総会で第８条（役員会）について改訂され、同日施行

されました。（変更及び追加） 

 ７、平成３年３月２４日の定期総会で第５条（会費）について改訂され、同日施行さ

れました。 

 ８、平成１１年３月１４日の定期総会で第１７条（弔慰金）について改訂され、同日

施行されました。 

 ９、平成１２年３月２６日の定期総会で第９条（役員）、第１０条（役員の選出）、第

１０条の２（役員の任期）、第１４条（会計監査）について改訂され、同日施行

されました。 

１０、平成１４年４月１４日開催の第２７回定期総会で第７条（総会）、第９条（役

員）について改訂され、同日施行されました。 

１１、平成２１年１月２５日の臨時総会で、第８条（役員会）、第１０条（役員の選

出）、第１１条（会長、副会長）、について改訂され、同日施行されました。 

１２、平成２３年１１月２０日の臨時総会で、第４条（事業）が一部改訂され、同日施

行されました。 

１３、平成２６年４月１３日の定期総会で、次の事項が改定され同日施行されました。 

   ①第４条第２項の設置規程より設置を削除 

②第４条第３項を追加 

③第６条第１項に（３）三役会を追加 

④第７条第１項に次の事項を追加 

    （５）自主防災隊に関すること。 

（６）福祉委員会に関すること。 

   ⑤第 7 条第 3 項（３）より「および場所」を「および結果」に訂正 

   ⑥第８条第１項の「選出された役員」の役員を役員および田名テラス担当民生委
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員・児童委員に変更 

   ⑦第８条に第５項を追加 

   ⑧第８条に第８条の２を追加 

   ⑨第９条第１項の副会長に内訳を追加 

   ⑩第９条に第３項を追加 

   ⑪第１４条第４項の「役員会に出席して」を 

    「役員会および三役会に出席し、」に変更 

   ⑫第１７条（弔慰金）を（慶弔金）に変更し、第１項に（１）、（２）を追加。

（３）で金額を変更。第２項にその他の場合について規程。 

   ⑬第１８条（書類の保存）を追加 
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会則第８条運用に関する細則 

  

この細則は、役員負担の軽減を目的に田名テラス自治会婦人部長等の扱い、会則第８

条３項に定める専門部及び４項に定める実行委員会について定めます。 

 

第１条 

  婦人部組織の改編に伴い、婦人部枠から選出していた婦人部長の役員を自治会の輪

番役員枠で選出します。 

  なお、婦人部活動の取り組みは、自治会婦人部担当役員が互いに協力し、活動する

ものとします。 

 

第２条 

  新たな自治会専門部を次の通りとし、輪番役員で担当します。 

  なお、各年の事情によって変更が余儀なくされる場合は、役員会の責任で対応し、

速やかに会員に周知することとします。 

 （１）広報文化部 

（２）体育部 

（３）安全対策部（防犯、環境） 

（４）交通対策部 

（５）福祉部 

（６）婦人部 

 

第３条 

  実行委員会設置の目的は、役員の業務の軽減と運営に会員が参加することで業務を

分担し、地域行事への参加をはかります。 

 

第４条 

  ここで定める実行委員会及び委員会は次の通りとします。 

 （１）夏祭り実行委員会 

 （２）ふるさと祭り実行委員会 

 （３）地区体育祭実行委員会 

 

第５条 

  実行委員会の役員構成は役員会の責任で構成し、次の事項を記録し次年度の速やか

な行事の運営をはかります。 

 （１）運営要領に基づいた記録を残すこととします。 

 （２）終了後は、速やかに会員に報告を行います。 

 

付則 

 １、この細則は平成２１年４月５日から施行します。 
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２、この細則は平成２１年１月２５日の臨時総会において決定されました。 

３、平成２６年４月１３日の定期総会で次の事項が改定され、同日施行されました。  

  ①第 1 条の文言から「交通安全母の会」を削除 

  ②第 2 条の文言から「防災、含む交通安全母の会」を削除 
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会則第１０条運用に関する細則 

 

 この細則は、田名テラス自治会会則第１０条の運用について定めるものとします。 

 

第１条 毎年１月１０日より同月２０日までの期間を、次年度の自治会長立候補受付期 

   間とし、会員は誰でも平等に立候補できるものとします。 

 

第２条 前条に定める受付期間内に、立候補届出が無かった場合、会則第１０条２項に 

   より役員会の議決をへて推薦委員会に候補者の推薦を求めることとします。 

 

第３条 第１条による立候補者の中から、会長を選出する手続きは以下の通りとしま

す。 

  １、候補者が複数の場合は、全自治会員による選挙により確定するものとします。 

  ２、候補者が単数の場合は、全自治会員による信任投票を行うものとし、この場

合、全自治会員の過半数の得票によって信任成立とします。 

     なお、信任不成立の場合は、立候補届が無かった扱いとし、第２条を適用す

るものとします。 

  ３、本条１項および２項に基づく投票の権利は自治会員１世帯につき１票とし、権

利を行使するものは同一世帯の成人とします。 

 

第４条 第２条によって会長候補者が選出された場合は、第３条２項の定めによる手続

きを略し、定期総会に出席した会員の承認をもって会長確定とします。 

 

第５条 １、役員（推薦役員を除く）は、会則１０条１項に定められた順序により輪番

制で就任しますが、次の場合は輪番制と異なる場合があります。 

   （１）次年度役員予定者が高齢で、本人または配偶者のいずれかが健康上の理由

により、自治会役員業務の遂行に支障があると本人より申し出があった場

合。 

   （２）住宅管理組合あるいは婦人部輪番役員制度の役員等に就任する場合。 

   （３）その他、転出入により物理的に不可能な場合。 

    ２、上記各号については、本人の所属する班を構成する会員の意見により、班

の責任で決定しますが、（１）号については、田名テラス自治会を担当する

民生児童委員の意見を求めて自治会役員会が決定します。 

 

第６条 １、役員の再任については、つぎのとおり定めます。 

   （１）自治会長の再任は、細則第１条、第２条、第３条に定める項目にそって決

定します。 

   （２）副会長、会計および部長の再任については、必要に応じて次年度役員会が

要請し、本人の了承を得て次年度役員会が決定します。 
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第７条 会則第１０条２項に定める役員推薦委員会の構成は次のとおりとします。 

   （１）役員推薦委員会の構成は、会長、前会長および会長経験者若干名を含めた

５人以内とします。 

   （２）推薦委員会の役割は、次年度役員予定者の推薦を行うものとします。 

   （３）会長推薦にあたっては、現副会長の職にあるものを優先します。 

 

第８条 本細則にかかる運営の一切は役員会に一任するものとし、役員会はその経過お 

よび結果について広報誌その他適切なる手段をもって会員に周知徹底をはかる 

ものとします。 

 

経過措置 

  平成２１年度の会長立候補届出受付期間については、第１条の規定は適用せず、 

役員会が別に定めることとします。 

 

付 則 

 １、この細則は昭和５７年４月１日より適用します。 

２、この細則は昭和５７年３月２８日の５６年度定期総会において決定されま 

した。  

３、この細則は平成１２年３月２６日の定期総会で第３条２項が改訂されました。 

４、この細則は平成１５年４月１３日開催の第２８回定期総会で次のように改訂 

された。 

    前文（第１０条２項「会長選出」を第１０条の運用に改め）、第１条（会長立

候補受付日時の変更）、第５条（輪番制役員・免除）、第６条（役員の再任）を

新たに設けて、第５条を第７条に繰り下げた。 

５、この細則は平成２１年１月２５日の臨時総会で第１条、第２条、第５条、第６ 

条が改訂され、第７条を新設し、第７条を第８条に繰り下げました。 

   ６、この細則は平成２６年４月１３日の定期総会で、次の事項が改訂され、同日施 

行されました。 

（１）第５条１項の（２）の条文の「あるいは婦人部（婦人部の輪番役員）」を 

  「あるいは婦人部輪番役員制度」に変更。 


